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 第三章では、ATP 加水分解と G－F 変換、コフィリン結合の共役機構を明らかにする
ため、化学的入力（ATP 加水分解）に対するアクチンの応答特性を調査した。ATP 結合、


































































 第七章では、本論文を総括し、今後の展望についてまとめた。  
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